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神
で
も
仏
で
も
な
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世
に
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わ
れ

た
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頭
天
王
の
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に
満
ち
た
信
仰
世
界
を

中
世
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話
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す
ず
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う
た
ろ
う

　
一
九
八
一
年
、
群
馬
県
前
橋
市
生
ま
れ
。二
〇
〇
六
年
、
立
命
館
大
学
文

学
部
人
文
総
合
科
学
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
総
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
卒
業
。二

〇
一
七
年
、
立
命
館
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
修
博
士
後
期

課
程
修
了
。日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
、京
都
西
山
高
等
学
校
国
語
科

非
常
勤
講
師
、京
都
西
山
短
期
大
学
非
常
勤
講
師
な
ど
を
経
て
、現
在
、公

立
大
学
法
人
高
崎
経
済
大
学
地
域
政
策
学
部
地
域
づ
く
り
学
科
講
師
。博

士（
文
学
）。

　
共
編
著
に『
京
都
ま
ち
か
ど
遺
産
め
ぐ
り
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
）、
主
な

論
文
に「
陰
陽
道
に
お
け
る
牛
頭
天
王
信
仰―

「
中
世
神
話
」と
し
て
の

『
簠
簋
内
伝
』―

」（『
京
都
民
俗
』三
六
号
）、「
造
り
替
え
ら
れ
る
儀
礼
と

信
仰―

『
牛
頭
天
王
御
縁
起
』（
文
明
本
）の
信
仰
世
界―

」（『
地
域
政

策
研
究
』二
一
巻
一
号
）、「「
感
応
」す
る
牛
頭
天
王―

『
阿
娑
縛
抄
』所
収

「
感
応
寺
縁
起
」を
読
む―

」（『
日
本
文
学
』六
五
巻
七
号
）。
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